
　
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
の
介
護

報
酬
改
定
の
際
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
（
科
学
的

介
護
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
用
い
た
デ
ー

タ
提
出
が
施
設
系
だ
け
で
な
く
、
通
所

系
、
多
機
能
系
と
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
種

類
に
組
み
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
介
護
給

付
費
分
科
会
で
は
詳
細
が
示
さ
れ
な
い

ま
ま
導
入
と
な
り
、
多
く
の
施
設
・
事

業
所
が
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の

改
定
で
も
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
は
、

３
月
末
に
旧
シ
ス
テ
ム
が
終
了
、
４
月

22
日
に
新
シ
ス
テ
ム
が
一
部
稼
働
、
8

月
1
日
に
本
格
稼
働
、
そ
し
て
10
月
10

日
ま
で
の
遡
り
入
力
期
間
と
ほ
と
ん
ど

の
介
護
施
設
・
事
業
所
が
唐
突
と
も
い

え
る
シ
ス
テ
ム
変
更
に
苦
慮
し
ま
し
た
。

介
護
情
報
利
活
用
の
検
討
は
医
療
Ｄ
Ｘ

と
の
関
連
を
含
め
現
在
も
進
め
ら
れ
て

お
り
、今
後
の
介
護
報
酬
改
定
に
お
い
て

も
最
も
注
目
す
べ
き
事
項
と
い
え
ま
す
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、
と
く
に
介
護
老

人
保
健
施
設
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
お
い
て
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
関
連
加
算
が

多
岐
に
わ
た
り
組
み
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設
の
短
期
集
中
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
加
算
Ⅰ
、
介

護
予
防
通
所
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
12
月
超
え
の
減
算
免
除
要
件
な

ど
、
介
護
施
設
に
お
い
て
根
拠
に
基
づ

く
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
考
え
方
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
回
追
加
さ
れ
た
、
短
期
集

中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
加
算
Ⅰ

は
、
毎
月
提
出
が
必
要
で
あ
り
、
利
用

者
に
よ
る
提
出
頻
度
を
確
実
に
管
理
す

る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
関
連
加
算
に
は
、
体
制
加

算
と
個
別
加
算
が
存
在
し
ま
す
。
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
関
連
の
体
制
加
算

は
、
独
特
な
解
釈
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

施
設
系
の
体
制
加
算
は
、

科
学
的
介
護
推
進
体
制

加
算
、
自
立
支
援
促
進

加
算
、
褥
瘡
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
加
算
（
介
護
医
療

院
：
褥
瘡
対
策
指
導
管

理
（
Ⅱ
））、
排
せ
つ
支

援
加
算
、
そ
し
て
栄
養

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
加

算
で
す
。
こ
れ
ら
の
加

算
は
、
原
則
と
し
て
、

利
用
者
全
員
の
デ
ー
タ

提
出
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
や
む
を
得

な
い
理
由
で
デ
ー
タ
提

出
が
翌
10
日
ま
で
に
不

十
分
で
あ
っ
た
場
合
、

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
と
な

り
、
そ
の
月
の
当
該
利
用
者
分
は
算
定

不
可
（
栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
加
算

除
く
）
と
な
り
ま
す
（
図
表
）。
た
と

え
月
末
に
入
所
し
た
利
用
者
で
あ
っ
て

も
加
算
算
定
に
は
、
提
出
期
限
厳
守
で

あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
算
定
要
件
の
一
つ
で
あ
る
デ
ー

タ
提
出
の
習
慣
を
確
実
に
身
に
着
け
る

た
め
の
改
定
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
褥
瘡
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
や

排
せ
つ
支
援
加
算
は
、
体
制
加
算
で
す

が
、
利
用
者
の
状
態
に
よ
り
加
算
の
種

類
が
異
な
り
ま

す
。
と
く
に
褥
瘡

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加

算
Ⅱ
は
、
入
所
時

に
褥
瘡
リ
ス
ク
が

あ
る
と
評
価
さ
れ

た
場
合
で
褥
瘡
の

発
生
が
な
い
場

合
、
も
し
く
は
、

褥
瘡
が
治
癒
し
た

場
合
に
算
定
が
可

能
で
す
。
今
回
の

改
定
で
は
入
所
時

に
褥
瘡
が
す
で
に

発
生
し
て
い
た
場

合
の
改
善
に
つ
い

て
も
評
価
を
す
る

こ
と
が
明
確
に
な

り
、
医
療
機
関
か

ら
退
院
す
る
ケ
ー
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ス
へ
の
積
極
的
な
関
与
を
促
す
も
の
と

い
え
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
体
制
加
算
で
は
、
デ
ー
タ

の
提
出
の
有
無
、
ま
た
、
評
価
に
よ
り
、

加
算
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
従
来
以
上

に
施
設
内
で
の
デ
ー
タ
提
出
の
担
当
者

と
介
護
報
酬
の
請
求
担
当
者
が
正
確
な

情
報
の
や
り
取
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
科
学
的
介
護
推
進
体
制
加
算
の
デ
ー

タ
提
出
項
目
は
、
基
本
情
報
か
ら
リ
ハ

ビ
リ
・
訓
練
／
口
腔
／
栄
養
／
認
知
症

ま
で
含
ま
れ
て
お
り
、
利
用
者
状
態
の

総
括
表
と
い
え
ま
す
。
今
回
は
、
項
目

が
整
理
さ
れ
、
必
須
事
項
と
し
て
認
知

症
の
評
価
尺
度
で
あ
る
「
生
活
・
認
知

機
能
尺
度
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
項
目
は
、
公
益
社
団
法
人
全
国
老
人

保
健
施
設
協
会
が
開
発
し
た
『
新
全
老

健
版
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式 

～
Ｒ

４
シ
ス
テ
ム
～
』（
※
１
）
を
利
用
し

て
い
る
場
合
は
、
以
前
か
ら
馴
染
み
の

あ
る
項
目
で
す
。

　
ま
た
、
科
学
的
介
護
推
進
体
制
加
算

の
提
出
頻
度
が
６
カ
月
か
ら
３
カ
月
に

見
直
さ
れ
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
関
連
加
算
の
提

出
頻
度
が
お
お
む
ね
３
カ
月
ご
と
に
統

一
さ
れ
ま
し
た
。
評
価
頻
度
が
統
一
さ

れ
た
こ
と
で
、
３
カ
月
ご
と
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
に
活
用
し
や
す
く
見
直
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
関
連
加

算
を
複
数
算
定
し
て
い
る
と
、
加
算
ご

と
に
入
力
担
当
が
異
な
り
、
一
人
の
利

用
者
状
態
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
同
一

項
目
の
状
態
が
異
な
る
場
合
が
よ
く
散

見
さ
れ
ま
す
。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
デ
ー

タ
の
活
用
に
む
け
、
項
目
評
価
の
統
一

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
前
回
の
改
定
で
は
栄
養
管
理
の
視
点

が
重
点
的
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
口
腔
管
理
の
視
点
が
重
点
的
に

組
み
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で

リ
ハ
ビ
リ
・
訓
練
／
口
腔
／
栄
養
の
３

つ
の
視
点
が
整
理
さ
れ
、
一
体
的
な
取

り
組
み
の
促
進
が
本
格
的
に
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
象
徴
的
な
も
の
が
、
介
護

老
人
保
健
施
設
で
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
計
画
書
情
報
加
算
Ⅰ
に
リ
ハ
ビ
リ

（
も
し
く
は
機
能
訓
練
）、
口
腔
、
栄
養

の
一
体
的
な
管
理
の
上
乗
せ
加
算
の
新

設
で
す
。

　
栄
養
管
理
が
行
き
届
け
ば
、
体
力
の

源
泉
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
口
の

機
能
が
保
持
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。ま
た
、リ
ハ
ビ
リ
・
訓
練
を
行

う
に
も
栄
養
状
態
が
悪
け
れ
ば
か
え
っ

て
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
栄
養
管
理
が
行
き
届
け

ば
筋
力
も
つ
き
や
す
く
、
基
礎
代
謝
が

上
が
り
ま
す
。基
礎
代
謝
が
上
が
れ
ば
、

活
動
・
参
加
へ
の
負
担
が
減
り
、
活
動
・

参
加
の
機
会
が
増
え
れ
ば
、
利
用
者
自

身
が
生
活
の
う
る
お
い
を
感
じ
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
う
る
お
い
を
感

じ
れ
ば
、
活
動
・
参
加
へ
の
意
欲
が
高

ま
り
、結
果
と
し
て
食
欲
増
進
を
促
し
、

心
身
機
能
に
好
循
環
を
も
た
ら
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
・
訓
練
／
口

腔
／
栄
養
の
一
体
的
な
管
理
は
、
身
体

機
能
の
『
自
助
』
力
の
維
持
・
向
上
を

図
る
基
本
的
な
視
点
と
い
え
ま
す
。

　
実
際
に
支
援
を
行
う
に
は
、
疾
病
に

よ
る
活
動
・
参
加
の
留
意
点
に
配
慮
し

つ
つ
、
水
分
や
排
せ
つ
、
服
薬
管
理
な

ど
総
合
的
な
状
態
観
察
の
う
え
で
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
視
点
を

盛
り
込
ん
だ
も
の
が
L
I
F
E
関
連

加
算
な
の
で
す
。

　
自
立
支
援
の
考
え
方
を
網
羅
し
た
も

の
が
施
設
系
の
自
立
支
援
促
進
加
算
で

す
。
今
回
の
改
定
で
は
、
支
援
実
績
が

簡
略
化
さ
れ
、
”基
本
動
作
“と
”日
々

の
過
ご
し
方
“の
2
つ
に
厳
選
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
介
護
老
人
保
健
施
設
で

自
立
支
援
促
進
加
算
を
算
定
す
る
場
合

は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｆ
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
」（
※

2
）
が
必
須
項
目
に
追
加
さ
れ
、
R
4

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
る
施
設
で

は
、
さ
ら
に
算
定
し
や
す
く
な
っ
た
改

定
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
医
師
に
よ
る

医
学
的
評
価
が
6
カ
月
か
ら
3
カ
月
に

見
直
さ
れ
、
介
護
施
設
に
お
い
て
も
ケ

ア
プ
ラ
ン
等
へ
の
医
師
の
関
与
が
重
要

視
さ
れ
ま
し
た
。介
護
３
施
設
の
う
ち
、

介
護
老
人
保
健
施
設
で
最
も
合
致
し
や

す
い
考
え
方
と
い
え
ま
す
。

　
自
立
支
援
促
進
加
算
の
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
提

出
項
目
に
「
尊
厳
の
保
持
と
自
立
支
援

の
た
め
に
必
要
な
支
援
計
画
」
と
し
て

４
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
あ
り
ま
す
。

尊
厳
の
保
持
に
資
す
る
取
り
組
み
、
本

人
を
尊
重
す
る
個
別
ケ
ア
、
寝
た
き
り

防
止
に
資
す
る
取
り
組
み
、
自
立
し
た

生
活
を
支
え
る
取
り
組
み
、こ
れ
ら
は
、

ま
さ
に
介
護
保
険
の
理
念
的
考
え
を
示

す
も
の
で
す
。
介
護
老
人
保
健
施
設
は

も
と
よ
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

介
護
医
療
院
に
お
い
て
も
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
に
こ
れ
ら
の
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
科
学
的
介
護
は
、
介
護
業
界
だ
け
で

な
く
、
医
療
と
介
護
を
つ
な
ぐ
共
通
言

語
と
し
て
開
発
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

加
算
の
要
件
と
し
て
の
意
義
だ
け
に
限

定
す
る
こ
と
な
く
、
各
指
標
の
意
味
を

理
解
し
、
各
専
門
職
と
の
チ
ー
ム
ケ
ア

の
も
と
利
用
者
の
状
態
を
把
握
、
支
援

方
法
を
検
討
し
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

介
護
保
険
の
理
念
で
あ
る
自
立
支
援
・

重
度
化
防
止
の
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
関
連
加
算
の

改
定
ポ
イ
ン
ト

利
用
者
状
態
を
総
括
す
る

科
学
的
介
護
推
進
体
制
加
算

リ
ハ
ビ
リ
・
訓
練
／
口
腔
／

栄
養
の
一
体
的
取
組

体
制
加
算
に
設
け
ら
れ
た

例
外
的
個
別
対
応

●著者Profile …田
た な か

中  律
り つ こ

子／ �川原経営総合センター介護経営戦略グループ所属シニアコンサルタント。老健、特養等の経営改善を主に担当、改善計画作
成や運営支援、その他、管理職研修、科学的介護推進支援など法人内研修や団体主催セミナーなど講演多数。日本医業経
営コンサルタント協会医業経営コンサルタント、ISO9001:2015審査員補、東京都第三者評価評価者養成講座修了者

31 ● WAM ー 2024.11 WAM ー 2024.11 ● 30
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自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
と

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
関
連
加
算
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新規利用開始

尊厳の保持と自立支援のために必要な支援計画

★
6/10

（イ）利用開始月のデータ提出
★

5/10
★

月末にサービスの利用を開始した等の理由で情報を収集
する時間が十分に確保できない場合、利用開始月のデー
タを利用開始月の翌々月10日までに提出可。
ただし、当該利用者等は利用開始月のサービス提供分は
算定不可。

＜・・・・＞

加算算定不可

□尊厳の保持に資する取組
□本人を尊重する個別ケア
□寝たきり防止に資する取組
□自立した生活を支える取組

月末にサービス利用開始した場合の利用開始月のデータ提出図表


